
BCCS工法 NETIS登録番号： CB-980040

近年、ボックスカルバート の敷設作業は、地下空間の有効利用の推進に伴い、市街地などでの道路側近に家屋が密集し た

場所や、道路幅いっぱいに掘削すること が必要な場所、あるいは高架橋の直下や送電線等が近接する場所での施工が急

増しています。

したがって、従来のクレーン等の大型機械を使用してきた施工では、困難もしく は大変な労力が掛かることが問題となり 、新

たな施工技術の開発の必要性が生じてきています。

本工法は、これらの背景を踏まえ、上記のよう な施工上の問題を解決するために、新たに開発し た自走式台車を使用して

ボックスカルバート を発進ヤード から設置位置まで移動運搬し 、据付けるものです。

また、据付け時の上下方向の調整を上下調整機構で、横方向の調整をスライド 機構で行う ことにより 高い施工精度を確保

できる技術であり 、安全かつ効率的な工法です。

建設技術審査証明事業（ 一般土木工法）

技術証第6 号(JICE)
※1 0 t台車、および8 0 t台車においても実績があります。その他適用範囲外についてはご相談下さい。

A 工法・ B工法

2 0 t台車
技術（ 工法）の適用範囲

製
品
重
量

曲線

落差

3 0 t台車 2 0 t台車

落差工法

勾配15％以下

勾配10％以下

勾配5％以下

内側レール最小半径

落差高

10 t以下

15 t以下

2 0 t以下

9 m

-

15 t以下

25t以下

3 0 t以下

9 m

-

-

-

20 t以下

9 m

3 0 0 m m 以下

工期短縮• 省力化に貢献。
BCCS工法には、従来の工法には無い
数多く のメ リ ッ ト があり ます。
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施工に関しての留意点

1 . b≧4 0 0 m m  （ 製品外面より 土留矢板表面までの距離）

2 . h≧2 0 0 m m  （ 製品上床版天端より 切梁下面までの距離）

ボッ クスカルバート の側壁に搬送用のブラケット を取り 付け、そのブラケット を介してボッ クスカルバート を台車に載せ、据

付位置まで搬送し 、油圧式の上下調整機構とスライド 機構で据付けを行う 工法です。

ボッ クスカルバート の側壁に落差施工用上部ブラケット 及び搬送用下部ブラケット を取り 付け、下部ブラケット を介して

ボックスカルバート を台車に載せ、据付位置まで搬送し 、据付け時に補助ジャッ キを使用し 落差高に応じ て下降さ せ、油圧

式の上下調整機構とスライド 機構で据付けを行う エ法です。

ボックスカルバート を直接台車に載せ、据付位置まで搬送し 、油圧式の上下調整機構とスライド 機構で据付を行う 工法です。

A 工法（ ブラ ケッ ト 工法）

CA SE1 　 施工幅は確保できるが、高さに制限がある場合。

施工空間の幅や高さ などの制限内容に応じ た、
3 種類の施工方法。

施工に関しての留意点

1 . b≧2 0 0 m m（ 製品外面より 土留矢板表面までの距離）

2 . h≧2 0 0 m m（ 製品上床版天端より 切梁下面までの距離）

3 . h1 =  2 5 0 (2 8 0 )m m

　  （ 台車設置に必要な高さ 、（ ）内数値は3 0 t台車使用時）

4 . b 1≧3 0 0 m m（ 台車設置に必要な幅）

B工法（ 凸型基礎工法）

CA SE2 　 施工幅・ 高さ 共に制限があり 、基礎下が掘削可能な場合。

施工に関しての留意点

1 . b≧6 0 0 m m（ 製品外面より 土留矢板表面までの距離）

2 . h≧2 0 0 m m（ 製品上床版天端より 切梁下面までの距離）

3 . h1＝1 5 0 m m（ 基礎より 製品函底までの距離）

落差工法

CA SE3 　 勾配調整が必要な場合。最大3 0 0 m m の落差に対応。
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